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論文の内容の要旨
　本研究は，タンデムミラー型実験装置GAM1MAlOにおけるA1什6nioncyc1o杜on（A至C）不安定性に関して，その
励起・伝搬機構，プラズマに与える影響，ならびに抑制方法を明らかにした。AIC不安定性は，ミラー型磁場配
位に特有の高温，温度非等方プラズマ中の微視的不安定性である。
　A亙C不安定性の励起に関して，イオンのべ一タ値と非等方性で決まること，軸方向の固有モードとして励起さ
れセントラル部の中央付近で定在波を形成すること，定在波を形成する境界条件は局所的なプラズマ圧力である
ことを明らかとした。また，従来の理論では説明できなかったA夏C不安定性が絶対的に不安定になるパラメタ境
界を，実効的なミラー比を導入することで説明可能であることを示した。A互C不安定性がプラズマに与える影響
として，高エネルギーイオンを軸方向にピッチ角散乱すること，ならびに非等方性を飽和させることを明らかと
した。軸方向の閉じ込めを劣下させるA亙C不安定性を抑制する方法として，高周波によるイオン加熱配位を変化
させることで非等方性を制御し，AIC不安定性が抑制されることを示した。
審査の結果の要旨
　本論文は，ミラー磁場配位に特有な，温度の非等方性に起因するA1肘6nioncyc1otr㎝（AIC）不安定性の励起機
構とその影響，抑制方法について明らかとしたものである。磁場閉じ込め核融合装置に共通なミラー磁場配位中
の不安定波動の解明は，将来の核融合炉にとって不可欠の研究課題である。現在，AIC不安定性を実験的に観測
できる装置は世界でGAMMAlOのみであり，本論文で明りかになったことは，磁場閉じ込め核融合の進展に大き
く貢献したと評価できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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